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予
算
特
別
委
員

委
員
長	

横　

山　

む
ら
さ
き

副
委
員
長	

古　

木　
　

勝　

久

　
		

同	

八　
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伸　

二

　
		

同	

野　
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毅

総
務
分
科
会

座　

長	
古　

木　
　

勝　

久

委　

員	
相　

原　
　
　
　

學

　

		

同	
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木　
　

順　

三

　

		

同	

木　

村　
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澄

　

		

同	

今　

井　
　
　
　

実

　

		

同	

小　

菅　
　

基　

司

　

		

同	

諸　

星　
　
　
　

光

兼
務
員	

吉　

村　
　

慶　

一

文
教
福
祉
分
科
会

座　

長	

八　

尋　
　

伸　

二

委　

員	

加　

藤　
　
　
　

剛

　

		

同	

佐　

藤　
　

文　

昭

　

		

同	

山　

下　
　

博　

己

　

		

同	

横　

溝　
　

泰　

世

　

		

同	

髙　

橋　
　

照　

雄

　

		

同	

風　

間　
　

正　

子

　

		

同	

阿　

蘇　
　

佳　

一

兼
務
員	

吉　

村　
　

慶　

一

環
境
都
市
分
科
会

座　

長	

野　

田　
　
　
　

毅

委　

員	

谷　
　
　
　

和　

雄

　

		

同	

吉　

村　
　

慶　

一

　

		

同	

高　

橋　
　

文　

雄

　

		

同	

村　

上　
　
　
　

茂

　

		

同	

大　

野　
　

祐　

司

　

		

同	

和　

田　
　

厚　

行

兼
務
員	

佐　

藤　
　

文　

昭

「
兼
務
員
」
と
は
…
分
科
会
に

所
属
委
員
が
い
な
い
会
派
な
ど

が
、
そ
の
分
科
会
に
お
い
て
質

疑
を
行
う
た
め
に
出
席
さ
せ
る

委
員
の
こ
と
。

文
化
振
興
基
金
の
活
用
に
つ
い
て

問　
市
民
の
文
化
創
造
を
促
し
、
文
化

の
振
興
を
図
る
た
め
設
置
し
て
い
る
文

化
振
興
基
金
の
残
高
は
ど
う
か
。
ま
た
、

平
成
18
年
度
以
降
、
基
金
の
取
り
崩
し

を
行
っ
て
い
な
い
が
、
そ
の
活
用
に
つ

い
て
の
考
え
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
基
金
の
残
高
は
、
27
年
４
月
現
在

約
６
２
２
０
万
円
で
あ
る
。
ま
た
、
25

年
度
に
文
化
振
興
基
金
懇
話
会
か
ら
報

告
さ
れ
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
や
課
題

の
調
査
・
研
究
を
行
い
な
が
ら
、
基
金

を
活
用
し
た
文
化
振
興
を
図
る
た
め
の

支
援
策
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
慎
重
に

検
討
し
て
い
き
た
い
。

空
き
家
対
策
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

問　
平
成
26
年
度
は
実
態
調
査
を
行
い
、

27
年
度
は
空
き
家
所
有
者
へ
の
意
向
調

査
を
実
施
し
た
が
、
28
年
度
の
取
り
組

み
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
関
係
団
体
や
有
識
者
で
組
織
す
る

協
議
会
を
設
置
し
、
各
調
査
結
果
を
踏

ま
え
た
、
空
き
家
対
策
計
画
の
策
定
に

取
り
組
み
、
空
き
家
の
増
加
抑
制
や
、

除
却
な
ど
へ
の
支
援
の
方
向
性
を
明
ら

か
に
し
て
い
き
た
い
。

み
ん
な
で
作
る
防
災
マ
ッ
プ
の
作
成
に

つ
い
て

問　
土
砂
災
害
警
戒
区
域
内
の
す
べ
て

の
自
治
会
に
対
し
て
、
み
ん
な
で
作
る

防
災
マ
ッ
プ
の
作
成
を
依
頼
す
る
目
的

な
ど
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
災
害
発
生
時
に
避
難
す
る
場
所
や
、

そ
の
経
路
に
つ
い
て
、
自
治
会
内
で
共

有
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

自
治
会
独
自
の
マ
ッ
プ
作
成
を
提
案
し

た
。
危
険
個
所
の
調
査
か
ら
始
め
、
自

主
防
災
会
倉
庫
な
ど
地
域
の
情
報
を
加

え
た
も
の
と
し
、
自
治
会
内
に
全
戸
配

布
す
る
も
の
で
あ
る
。

消
防
団
活
動
の
周
知
に
つ
い
て

問　
消
防
団
員
を
確
保
し
、
そ
の
活
動

を
活
性
化
す
る
た
め
、
新
た
に
消
防
団

優
遇
制
度
を
導
入
す
る
と
の
こ
と
だ
が

概
要
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
消
防
団
員
と
そ
の
家
族
の
支
援
を

目
的
と
し
て
、
登
録
事
業
所
が
割
引
な

ど
の
優
遇
措
置
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

福
利
厚
生
を
充
実
し
、
魅
力
を
高
め
よ

う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
消
防
団
を
地

域
が
支
え
る
仕
組
み
を
つ
く
る
こ
と
に

よ
り
、
地
域
の
活
性
化
に
も
つ
な
げ
て

い
き
た
い
。

要
望　
消
防
署
の
消
火
活
動
後
も
再
出

火
し
な
い
よ
う
見
守
り
を
行
う
な
ど
消

防
団
員
の
重
要
な
任
務
や
、
さ
ま
ざ
ま

な
活
動
を
市
民
に
周
知
す
る
こ
と
に
つ

い
て
、
さ
ら
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

ほ
し
い
。

公
用
車
の
事
故
防
止
策
に
つ
い
て

要
望　
公
用
車
に
設
置
し
て
い
る
ド
ラ

イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
を
活
用
し
、
事
故
処

理
の
迅
速
化
は
も
ち
ろ
ん
、
市
職
員
へ

の
安
全
教
育
に
生
か
し
、
一
層
の
交
通

安
全
対
策
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

…市政を大きく左右する「予算」は、議会での審議の中でも非常に重要な議案となります。平成28年度各会計予算については、議長を除く全議員で構成する「予算特別委員会」を設置し、常任委員会を基調とする分科会により、各常任委員会が所管する部局別の審査を行いました。予算審議の方法

▼
反
対
討
論

　

次
の
事
業
な
ど
に
予
算
計
上
し
て
い

る
こ
と
な
ど
か
ら
反
対
す
る
。

①
自
主
財
源
を
確
保
で
き
る
快
適
な
住

ま
い
づ
く
り
事
業
費
の
大
幅
な
削
減

討

論

介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業

の
実
施
に
つ
い
て

問　
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合

事
業
の
実
施
に
伴
い
、
す
で
に
訪
問
介

護
お
よ
び
通
所
介
護
相
当
の
サ
ー
ビ
ス

が
開
始
さ
れ
て
い
る
が
、
平
成
28
年
度

の
事
業
展
開
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
現
行
サ
ー
ビ
ス
の
ほ
か
、
介
護
事

業
者
な
ど
が
行
う
緩
和
し
た
基
準
に
よ

▼
採
決
の
結
果

　

委
員
会　

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

　

本
会
議　

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

後
期
高
齢
者
医
療

事
業
特
別
会
計

日々、訓練を行う消防団員

管
路
の
耐
震
化
に
つ
い
て

問　
防
災
上
、
特
に
重
要
と
考
え
ら
れ

る
公
共
下
水
道
区
域
の
防
災
拠
点
や
、

広
域
避
難
所
な
ど
か
ら
排
水
を
受
け
る

管
路
の
耐
震
化
の
状
況
は
、
ど
の
よ
う

か
。

答　
防
災
上
重
要
な
管
路
と
し
て
位
置

づ
け
て
い
る
約
７
万
７
０
０
０
㍍
の
う

ち
、
平
成
27
年
度
末
に
は
、
約
57
％
の

耐
震
化
が
完
了
す
る
。
28
年
度
に
は
３

３
３
７
㍍
を
耐
震
化
し
、
耐
震
化
率
は

約
61
％
と
な
る
見
込
み
で
あ
る
。

▼
反
対
討
論

　

生
活
保
護
世
帯
の
減
免
制
度
を
従
前

に
戻
し
、
ま
た
、
受
益
者
負
担
金
を
廃

止
す
べ
き
こ
と
な
ど
か
ら
反
対
す
る
。

▼
賛
成
討
論

　

内
部
留
保
を
確
保
す
る
た
め
、
今
後
、

下
水
道
使
用
料
の
値
上
げ
が
必
要
で
あ

る
。
ま
た
、
県
か
ら
合
併
浄
化
槽
管
理

事
務
の
移
譲
を
受
け
、
水
洗
化
率
を
向

上
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

▼
採
決
の
結
果

　

委
員
会　

原
案
可
決
（
賛
成
全
員
）

　

本
会
議　

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

▼
反
対
討
論

　

資
格
証
明
書
の
発
行
を
や
め
被
保
険

者
証
を
発
行
し
、
市
民
が
安
心
し
て
受

診
で
き
る
よ
う
強
く
要
求
し
て
、
反
対

す
る
。

▼
賛
成
討
論

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
普
及
率
向

上
に
よ
り
、
医
療
費
を
削
減
す
る
こ
と

が
で
き
た
他
市
の
事
例
が
あ
り
、
本
市

で
も
取
り
組
み
を
進
め
て
ほ
し
い
。

▼
採
決
の
結
果

　

委
員
会　

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

　

本
会
議　

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

②
市
民
の
健
康
被
害
が
懸
念
さ
れ
る
国

県
・
高
規
格
道
路
対
策
事
務
費

③
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
の
赤
字
の

元
凶
と
な
っ
て
い
る
カ
ル
チ
ャ
ー
パ
ー

ク
費
の
公
園
施
設
管
理
費

④
参
加
者
負
担
金
を
徴
収
す
る
広
域
連

携
中
学
生
交
流
洋
上
体
験
研
修
事
業
費

⑤
市
民
に
と
っ
て
は
不
要
不
急
な
定
住

化
促
進
住
宅
事
業
費

⑥
住
民
要
望
の
あ
る
公
園
整
備
な
ど
が

計
画
さ
れ
て
い
な
い
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ

ー
周
辺
整
備
事
業
費

▼
賛
成
討
論

　

国
内
景
気
は
、
年
頭
よ
り
停
滞
感
が

強
ま
り
、
市
税
全
体
で
は
減
収
の
見
込

み
と
な
る
な
ど
、
厳
し
い
財
政
状
況
に

あ
る
。

　

そ
う
し
た
中
、
総
合
計
画
後
期
基
本

計
画
や
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
の
実
質
的
な
ス
タ
ー
ト
の
年

で
あ
り
、
「
未
来
へ
つ
な
ぐ
ま
ち
づ
く

り
を
前
進
さ
せ
る
た
め
の
予
算
」
と
し

て
積
極
的
に
投
資
す
る
予
算
を
編
成
し

た
こ
と
は
評
価
し
、
賛
成
す
る
が
、
主

県
水
受
水
費
に
つ
い
て

問　
県
企
業
庁
と
の
協
定
に
よ
り
、
平

成
18
年
度
か
ら
上
限
の
４
万
２
９
０
０

立
方
㍍
を
責
任
水
量
と
し
、
基
本
料
金

を
負
担
し
て
い
る
。
し
か
し
、
実
際
に

は
そ
の
３
割
程
度
し
か
、
受
水
し
て
い

な
い
た
め
、
協
定
を
見
直
す
こ
と
は
で

き
な
い
の
か
。

答　
責
任
水
量
と
実
際
に
使
用
し
て
い

る
水
量
の
乖
離
が
生
じ
て
い
る
た
め
、

責
任
水
量
の
見
直
し
に
つ
い
て
県
企
業

庁
に
要
望
し
て
い
る
。

▼
反
対
討
論

　

水
道
料
金
へ
の
消
費
税
転
嫁
や
、
未

納
世
帯
に
命
の
水
を
給
水
停
止
し
て
い

る
こ
と
な
ど
か
ら
反
対
す
る
。

▼
賛
成
討
論

　

県
水
受
水
費
が
減
額
さ
れ
て
お
り
、

減
額
理
由
の
詳
細
な
説
明
を
受
け
理
解

す
る
こ
と
に
よ
り
、
県
企
業
庁
な
ど
に
、

経
営
改
善
の
提
案
が
で
き
る
と
考
え
ら

れ
る
。

▼
採
決
の
結
果

　

委
員
会　

原
案
可
決
（
賛
成
全
員
）

　

本
会
議　

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

る
サ
ー
ビ
ス
や
、
住
民
が
主
体
と
な
っ

て
行
う
サ
ー
ビ
ス
な
ど
が
提
供
で
き
る

体
制
と
な
る
た
め
、
利
用
者
に
と
っ
て

サ
ー
ビ
ス
の
選
択
肢
が
増
え
る
こ
と
に

な
る
。

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
つ

い
て

要
望　
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
構

築
し
て
い
く
た
め
に
は
、
生
活
支
援
体

制
の
整
備
が
重
要
と
な
る
。
第
１
層
の

協
議
体
を
設
置
す
る
に
当
た
っ
て
は
、

地
域
ご
と
の
第
２
層
、
第
３
層
の
協
議

体
を
し
っ
か
り
と
組
織
化
す
る
必
要
が

あ
る
た
め
、
地
域
の
特
性
を
踏
ま
え
な

が
ら
、
段
階
的
に
進
め
て
ほ
し
い
。

▼
反
対
討
論

　

介
護
保
険
制
度
に
お
け
る
介
護
難
民

を
一
人
で
も
少
な
く
し
、
独
自
施
策
を

展
開
す
る
よ
う
要
求
し
て
、
反
対
す
る
。

▼
採
決
の
結
果

　

委
員
会　

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

　

本
会
議　

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

副
市
長
・
固
定
資
産
評
価
員
に
宮
村
氏
を
選
任

　
公
平
委
員
会
委
員
に
石
田
氏
を
再
任

北
朝
鮮
の
暴
挙
に
対
し
抗
議
す
る
決
議
と

奨
学
金
制
度
の
充
実
を
求
め
る
議
案
は
可
決

議

案

審

議
議
案
審
議
は

１
面
に
も
掲
載

（

）

秦
野
市
副
市
長
の
選
任
に
つ
い
て

▼
要　
旨

　

金
丸
美
彦
副
市
長
が
平
成
28
年
３
月

31
日
に
辞
職
す
る
こ
と
に
伴
い
、
後
任

に
宮
村
慶
和
氏
を
選
任
す
る
も
の
。

　

宮
村
氏
は
昭
和
33
年
生
ま
れ
。
議
会

事
務
局
長
を
歴
任
。

▼
採
決
の
結
果

　

本
会
議　

同　
　

意
（
賛
成
多
数
）

秦
野
市
公
平
委
員
会
の
委
員
の
選
任
に

つ
い
て

▼
要　
旨

　

石
田
清
彦
委
員
の
任
期
が
平
成
28
年

３
月
31
日
に
満
了
す
る
こ
と
に
伴
い
、

同
委
員
を
再
び
選
任
す
る
も
の
。

　

石
田
氏
は
昭
和
33
年
生
ま
れ
。
平
成

16
年
か
ら
現
職
。

▼
採
決
の
結
果

　

本
会
議　

同　
　

意
（
賛
成
全
員
）

秦
野
市
固
定
資
産
評
価
員
の
選
任
に
つ

い
て

▼
要　
旨

　

金
丸
美
彦
委
員
が
平
成
28
年
３
月
31

日
に
辞
職
す
る
こ
と
に
伴
い
、
後
任
に

宮
村
慶
和
氏
を
選
任
す
る
も
の
。

▼
採
決
の
結
果

　

本
会
議　

同　
　

意
（
賛
成
全
員
）

議
提
議
案
第
１
号　
北
朝
鮮
の
核
実
験

及
び
長
距
離
弾
道
ミ
サ
イ
ル
発
射
に
抗

議
す
る
決
議
に
つ
い
て

▼
要　
旨

　

北
朝
鮮
の
核
実
験
お
よ
び
長
距
離
弾

道
ミ
サ
イ
ル
発
射
に
対
し
て
断
固
抗
議

し
、
国
に
お
い
て
は
引
き
続
き
、
国
際

社
会
が
北
朝
鮮
に
対
し
、
核
開
発
を
断

念
す
る
こ
と
を
強
く
求
め
る
と
と
も
に
、

拉
致
問
題
な
ど
の
包
括
的
な
解
決
に
向

け
、
早
急
か
つ
慎
重
に
対
処
す
る
よ
う

要
望
す
る
た
め
、
決
議
す
る
も
の
。

▼
採
決
の
結
果

　

本
会
議　

原
案
可
決
（
賛
成
全
員
）

議
提
議
案
第
２
号　
奨
学
金
制
度
の
充

実
等
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い

て▼
要　
旨

　

大
学
生
な
ど
が
安
心
し
て
学
業
に
専

念
で
き
る
環
境
を
作
る
た
め
、
無
利
子

奨
学
金
の
拡
充
と
と
も
に
、
柔
軟
な
所

得
連
動
返
還
型
の
奨
学
金
制
度
の
実
現
、

低
所
得
者
向
け
の
給
付
型
奨
学
金
の
創

設
、
大
学
な
ど
の
授
業
料
減
免
制
度
の

充
実
、
学
費
の
引
き
下
げ
を
図
る
よ
う
、

国
に
意
見
書
を
提
出
す
る
も
の
。

▼
採
決
の
結
果

　

本
会
議　

原
案
可
決
（
賛
成
全
員
）

宮村慶和副市長

に
次
の
項
目
に
つ
い
て
要
望
す
る
。

①
新
東
名
高
速
道
路
開
通
な
ど
の
高
規

格
道
路
の
整
備
を
活
用
し
、
人
口
減
少

対
策
に
取
り
組
む
こ
と
。

②
（
仮
称
）
昔
の
生
活
学
習
館
の
建
設

に
つ
い
て
、
子
ど
も
が
昔
の
生
活
を
イ

メ
ー
ジ
し
や
す
い
展
示
を
す
る
こ
と
。

③
小
児
医
療
費
助
成
制
度
に
つ
い
て
、

都
市
間
競
争
、
都
市
間
格
差
を
重
く
受

け
止
め
、
所
得
制
限
の
撤
廃
に
向
け
て

前
向
き
に
検
討
す
る
こ
と
。

④
地
域
経
済
の
活
性
化
に
効
果
を
発
揮

す
る
定
住
化
促
進
住
宅
の
整
備
な
ど
、

都
市
基
盤
整
備
事
業
を
確
実
に
進
め
る

こ
と
。

⑤
地
域
の
支
え
合
い
を
重
視
し
た
、
住

民
と
行
政
の
協
働
に
重
点
を
置
い
た
施

策
を
展
開
す
る
こ
と
。

⑥
一
部
の
公
共
施
設
で
開
始
す
る
収
益

事
業
を
す
べ
て
の
公
共
施
設
で
行
う
こ

と
。

▼
採
決
の
結
果

　

委
員
会　

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

　

本
会
議　

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

公
立
幼
稚
園
保
育
料
を
見
直
し

　
　
　
　
　
　
18
年
ぶ
り
の
引
き
上
げ

秦
野
市
立
幼
稚
園
入
園
料
及
び
保
育
料

徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
こ
と
に

つ
い
て

▼
要　
旨

　

公
立
幼
稚
園
の
保
育
料
を
所
得
お
よ

び
世
帯
構
成
に
応
じ
た
保
育
料
体
系
に

改
正
す
る
も
の
。

　

な
お
、
こ
の
条
例
の
施
行
日
は
、
平

成
29
年
４
月
１
日
と
す
る
も
の
。

▼
付
託
委
員
会

　

文
教
福
祉
常
任
委
員
会

▼
委
員
会
で
の
主
な
質
疑

問　
公
立
幼
稚
園
保
育
料
の
適
正
化
を

図
る
た
め
、
算
定
方
法
を
見
直
し
、
保

育
料
の
額
を
引
き
上
げ
る
と
と
も
に
、

子
育
て
世
帯
の
負
担
軽
減
を
目
的
と
し

て
、
所
得
お
よ
び
世
帯
構
成
に
応
じ
た

保
育
料
体
系
と
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、

そ
の
理
由
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
秦
野
市
公
立
幼
稚
園
在
り
方
検
討

委
員
会
か
ら
の
提
言
を
踏
ま
え
、
保
育

料
収
入
が
幼
稚
園
運
営
に
係
る
必
要
経

費
の
３
分
の
１
と
な
る
よ
う
に
見
直
し

を
行
っ
た
。
な
お
、
算
定
基
礎
に
つ
い

て
は
、
改
修
工
事
な
ど
に
係
る
臨
時
的

経
費
、
お
よ
び
統
合
教
育
に
要
す
る
人

件
費
を
除
き
、
園
児
の
安
全
確
保
や
、

教
育
環
境
に
要
す
る
経
費
を
含
め
た
も

の
と
な
っ
て
い
る
。

問　
保
育
料
月
額
を
従
来
と
比
較
し
た

場
合
、
増
減
の
割
合
は
ど
の
程
度
か
。

答　
平
成
27
年
度
の
保
護
者
の
所
得
を

基
に
試
算
し
た
場
合
、
従
来
よ
り
も
保

育
料
月
額
が
引
き
上
げ
ら
れ
る
世
帯
は
、

全
体
の
約
78
％
、
低
く
な
る
世
帯
は
約

20
％
、
変
わ
ら
な
い
世
帯
が
２
％
と
な

る
。

▼
反
対
討
論

　

保
育
料
月
額
が
引
き
上
げ
ら
れ
る
世

帯
が
多
い
こ
と
か
ら
認
め
ら
れ
な
い
。

▼
賛
成
討
論

　

混
在
し
て
い
る
公
立
幼
稚
園
、
保
育

園
、
こ
ど
も
園
の
制
度
を
整
理
し
、
取

り
組
ん
で
ほ
し
い
。
公
立
幼
稚
園
の
維

持
に
年
間
５
億
円
を
か
け
た
分
だ
け
本

市
の
評
価
が
上
が
る
よ
う
に
す
べ
き
で

あ
る
。

▼
採
決
の
結
果

　

委
員
会　

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

　

本
会
議　

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）




